
問　市動物愛護センター　☎588-2200

今、私たちは経験したことのない困難に直面しています。そして、さまざまな
制限の中で、人と人とのつながりが薄れつつあります。しかし、相手を思い
やる気持ちやお互いの絆を深め、心の距離を空けないようにしていけば、
きっと誰もが笑顔で暮らせる明るい未来が待っています。
このような状況だからこそ、日々の暮らしの中で、私たちが忘れてはいけない

「心のつながり」や、「次世代につなぐべきこと」などを一枚の写真で表現
してみませんか。

2021
人権フォトコンテスト 作品募集

問　人権・同和対策課　☎537-5618

賞および賞金
⃝最優秀賞 1点 賞状・賞金（5万円）
⃝優秀賞 5点 賞状・賞金（3万円）
⃝優良賞 10点 賞状・賞金（1万5,000円）
⃝佳作 10点 賞状・賞金（5,000円）
※中学生以下の人の賞金は、金額相当の賞品とします。

応募資格
市内に居住または通勤、通学しているアマチュアの人
※�応募規定がありますので、市ホームページをご覧になるか、
人権・同和対策課にお問い合わせください。

募集期間
６月15日㈫～９月30日㈭〈必着〉

募集規格
２Ｌ判またはキャビネ判。白黒、カラーいずれでも可。
※組み写真は不可。また、未発表作品で１人３点までです。

応募方法
人権・同和対策課（第２庁舎４階）、人権・同和教育課（第２庁舎
４階）、本庁舎１階案内所、各支所、各連絡所、各地区公民館、
人権啓発センター（ヒューレおおいた）〈J:COM�ホルトホール
大分１階〉、旭町文化センターに備え付けの応募票（市ホーム
ページでダウンロードも可）または自製の用紙に、作品の
題名・説明、人権メッセージ（120文字程度）、撮影年月、氏名、
住所、電話番号、在学中の場合は学校名・学年を記入のうえ、
作品の裏面に貼付して、直接または郵送で、人権・同和対策課
（〒870-8504　荷揚町２-31）へ。

その他
⃝�入選作品の著作権は市に帰属し、入選作品および人権メッ
セージは市の人権啓発事業などに活用します。応募作品は
返却しません。
⃝�入選者には11月上旬に通知します。また、市ホームページ
にも掲載します。

例えば…
⃝人と人とのつながりや絆の大切さを感じた瞬間
⃝心と心がつながったと感じた瞬間
⃝心の距離を空けないことが大切だと感じた場面
⃝次世代へ伝えたいずっと大切にしてきた思い
⃝辛いことに立ち向かう姿� ⃝悲しいことを乗り越えた瞬間
⃝希望にみちあふれた光景� ⃝必死に生きようとする姿
⃝命の尊さを感じる場面� ⃝前向きな気持ちになれる光景

テーマ つなぐ～これまでも　これからも～

愛犬・愛猫との写真コンテスト 作品募集
募集規格
四つ切りサイズまで。白黒、カラーいずれでも可。
※�未発表作品で、人と犬または猫が一緒に写っているもの、
１人１点。

応募方法
写真の裏面に住所、氏名、電話番号、撮影年月日、犬または猫の
名前（犬の場合は登録番号）を記入し、直接または郵送で、市動
物愛護センター（〒870-1201　大字廻栖野3231-47）へ。

その他
⃝�入選作品の著作権は市に帰属し、各種イベント会場での展
示や印刷物などに使用します。応募作品は返却しません。
⃝�入選者は、秋に開催予定の動物愛護イベントで行われる表
彰式（日時は後日連絡）への出席をお願いします。
⃝�写真にまつわる思い出やエピソードがあれば短いコメン
トを添付してください。

賞
⃝金・銀・銅賞  各１点  賞状
⃝佳作  ３点  賞状

募集期間
６月21日㈪～
８月20日㈮〈消印有効〉

テーマ 犬または猫と人とのふれあい

2020人権フォトコンテスト　最優秀作品
『君の笑顔が見たいから』

愛犬・愛猫との写真コンテスト　金賞作品
「さくら、おかえり～」
撮影者：加藤�仁美

表紙の
ことば

６月といえば、紫陽花や雨に濡れた木々が美しい季節です。
花や木々だけでなく、雨が降ることで素敵に映る風景もあるのではないでしょうか。
あなたならではのとっておきの場所を見つけてみるのも良いかもしれませんね。
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